
引取
業者

車を買うとき、
リサイクル料金を支払います。

天然資源の使用を少なくしたり、
リサイクルのしやすさを
意識した車をつくります。

ながーく大切に乗れるように
整備したり、中古車として
リユースを促進します。

使わなくなった車は
引き取り事業者に
引き渡します。

フロン類を抜き取って無害化します。
エアバッグ類は安全に取りはずします。

金属を原材料にもどして
リサイクルします。
残ったシュレッダーダスト
（プラスチックやゴムなど）も
原材料にもどしたり、
燃料として再利用します。

使える部品を取りはずして
中古部品として使います。

残った車体などは
シュレッダー機で
破砕します。

大
宮
透
さ
ん（
以
下
、
大
宮
）　

環
境
や
防

災
分
野
、
行
政
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
）
を
推

進
す
る
部
署
に
い
ま
す
。
自
動
車
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
正
直
知
見
が
な
か
っ

た
の
で
、
今
日
は
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鶴
田
雅
裕
さ
ん（
以
下
、
鶴
田
）　

ま
ず
大

前
提
に
な
り
ま
す
が
、
廃
車
は
ゴ
ミ
で
は

な
く
資
源
の
塊

か
た
ま
り

な
の
で
す
。
日
本
で
は
自

動
車
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
わ
る
人
々
の
努
力

と
工
夫
に
よ
り
車
両
重
量
ベ
ー
ス
で
99
パ

ー
セ
ン
ト
、
使
用
済
み
自
動
車
の
ほ
と
ん

ど
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
際

的
に
は
「
ジ
ャ
パ
ン
モ
デ
ル
」
と
言
わ
れ
、

日
本
の
高
度
な
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
や
仕
組

み
を
学
ぼ
う
と
、
海
外
か
ら
も
視
察
に
来

る
ほ
ど
で
す
。

大
宮　

日
本
の
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
は
、

海
外
に
誇
っ
て
い
い
も
の
な
の
で
す
ね
。

そ
の
上
で
課
題
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
小
布
施
町
の
よ
う
な
１
万
人
規
模

の
行
政
と
し
て
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
に
、

ど
う
関
わ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

鶴
田　

課
題
と
し
て
「
不
法
投
棄
へ
の
対

応
」
と
「
被
災
自
動
車
の
処
理
」
が
あ
り

ま
す
。
不
法
投
棄
で
い
え
ば
、
た
と
え
ば

離
島
。
島
に
廃
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
が

な
い
場
合
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
が
あ
る
地

域
ま
で
船
で
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る

地
域
課
題
と
は
。

で
す
が
、
輸
送
コ
ス
ト
を
敬
遠
さ
れ
、
不

適
正
な
保
管
や
不
法
投
棄
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
た
だ
、
実
際
は
廃
車
の
海
上
輸
送
費

に
は
補
助
が
出
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
報

の
周
知
な
ど
、
離
島
地
域
の
自
治
体
と
の

連
携
に
改
善
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
地
道
な
活
動
に
は
な
り
ま
す
が
、

離
島
に
お
い
て
適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
処
理

が
行
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
島
の
リ
サ
イ

ク
ル
関
連
事
業
の
経
営
が
成
り
立
つ
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
を
広
い
意
味
で
と
ら
え
、
島
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

大
宮　

小
布
施
町
で
は
景
観
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
不
法
投
棄

で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
農
地
な

ど
に
放
置
さ
れ
て
い
る
車
を
見
か
け
る
と

結
構
気
に
な
り
ま
す
ね
。
離
島
と
同
様
に

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
車
は
課
題
だ
と
感
じ

ま
す
し
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る

こ
と
で
、
地
域
の
中
の
解
体
事
業
者
な
ど

の
利
益
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、
結
果
、
町

な
く
資
源
。
自
治
体
は
こ
の
認
識
を
持
た

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

大
宮　

修
理
や
タ
イ
ヤ
の
交
換
な
ど
で
お

世
話
に
な
る
地
域
の
„
車
屋
さ
ん
“
は
身

近
な
存
在
。
そ
し
て
彼
ら
の
向
こ
う
側
に
、

資
源
を
生
か
す
多
様
な
生
態
系
が
あ
る
こ

と
も
、
今
回
の
お
話
で
わ
か
り
ま
し
た
。

鶴
田　

実
は
稼
働
し
て
い
る
事
業
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
背
景
に
は

少
子
化
や
事
業
の
統
廃
合
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
あ
り
ま
す
。
持
続
可
能
な
仕
組

み
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
稼
働
し
て
い

る
事
業
者
が
一
定
程
度
必
要
に
な
る
と
の

意
見
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
車
を
適
正
に

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
す
る
際
、
都
道
府
県
を

ま
た
い
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
が
関
わ

っ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル

処
理
を
す
る
上
で
事
業
者
の
得
意
分
野
や

コ
ス
ト
面
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
し
て
い
る
の
で
す
。
局
地
で
被
災

自
動
車
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
地
域
で

適
性
な
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
が
で
き
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
広
域
で
の
自
治

体
間
や
事
業
者
間
の
連
携
は
ま
す
ま
す
重

要
に
な
り
ま
す
。

大
宮　

お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
廃
棄
物
で

す
と
、
基
本
的
に
は
越
県
し
て
は
い
け
な

か
っ
た
り
、
地
域
の
中
で
処
理
を
し
て
い

く
大
前
提
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
車
の
場

合
は
資
源
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
種
の
競
争

力
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
全
国
規
模
で
適
性

な
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
の
連
携
が
で
き
て
い

る
。
同
時
に
、
素
材
の
カ
ー
ボ
ン
化
や
Ｅ

Ｖ
へ
の
転
換
な
ど
、
今
後
も
車
の
技
術
革

新
が
予
想
さ
れ
る
中
、
自
治
体
と
し
て
は

地
域
の
事
業
者
が
そ
の
変
化
に
対
応
で
き

る
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

鶴
田　

技
術
競
争
の
中
で
、
解
体
し
や
す

い
車
づ
く
り
、
こ
れ
を
製
造
事
業
者
で
あ

る
メ
ー
カ
ー
独
自
の
観
点
は
も
ち
ろ
ん
、

解
体
や
破
砕
を
担
う
事
業
者
の
観
点
、
実

際
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
負
担
す
る
ユ
ー

ザ
ー
の
視
点
な
ど
も
織
り
込
み
な
が
ら
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
使
用
済
み
自
動
車
の
適

正
な
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
に
関
す
る
情
報
を

提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル
制
度
に
関
わ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

を
つ
な
ぐ
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

大
宮　

小
布
施
町
も
関
係
部
署
と
相
談
し

な
が
ら
、
地
域
内
の
事
業
者
が
持
続
可
能

な
経
営
を
行
え
る
よ
う
、
情
報
共
有
を
進

め
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
今
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
経
済
活
性
化
に
も
貢
献
で
き
る
と
と
ら

え
れ
ば
、
行
政
と
し
て
も
積
極
的
に
関
わ

ら
ね
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

鶴
田　

次
に
「
被
災
自
動
車
の
処
理
」
に

つ
い
て
。
車
の
所
有
者
は
使
用
を
終
え
た

車
を
、
販
売
店
な
ど
の
引
取
事
業
者
に
引

き
渡
す
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

大
規
模
な
自
然
災
害
に
よ
り
車
の
所
有
者

が
分
か
ら
な
い
状
況
、
た
と
え
ば
津
波
や

土
砂
災
害
に
よ
っ
て
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
が
外
れ
、
車
台
番
号
も
わ
か
ら
な
い
よ

う
な
被
災
自
動
車
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
か
ら
自
治
体
に
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
宮　

津
波
だ
け
で
な
く
、
近
年
は
異
常

気
象
な
ど
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災

害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
小
布
施
町
も
２

０
１
９
年
の
台
風
19
号
災
害
で
、
町
が
処

理
す
る
被
災
自
動
車
は
出
な
か
っ
た
も
の

の
、
住
宅
の
浸
水
な
ど
に
よ
り
甚
大
な
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
今
、
災
害

廃
棄
物
処
理
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

鶴
田　

現
在
、
特
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

津
波
浸
水
予
測
が
出
さ
れ
て
い
る
自
治
体

が
策
定
す
る
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
に
、

被
災
自
動
車
へ
の
対
応
を
定
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
で
は
、

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

自
治
体
の
好
事
例
と
な
る
取
り
組
み
を
共

有
す
る
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

大
宮　

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

自
治
体
は
と
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

鶴
田　

被
災
自
動
車
の
手
続
き
に
は
時
間

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
ほ
か
の
災
害
廃
棄

物
と
分
け
て
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理
置
き

場
を
設
け
る
対
応
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
宮　

興
味
深
い
お
話
で
す
。
被
災
自
動

車
と
そ
の
他
の
災
害
廃
棄
物
を
分
け
て
お

く
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
ど
う
い
う

も
の
で
し
ょ
う
か
。

鶴
田　

被
災
自
動
車
を
適
正
に
リ
サ
イ
ク

ル
処
理
し
、
鉄
・
銅
・
ア
ル
ミ
な
ど
の
資

源
に
戻
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
治
体
の

財
政
的
な
負
担
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で

き
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

大
宮　

使
用
を
終
え
た
車
で
も
ゴ
ミ
で
は

進
化
す
る
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
と
、

地
域
の
事
業
者
の
こ
と
。

1. 災害によって発生する廃棄物の仮置き場。被災自動車
の置き場と分けないと、分別するのが難しくなってしまう。
2. 自動車のバンパーをはじめとする車体のプラスチック部
分は、塗料を落とし、再生ペレットとして資源化している。
3. JARCが開催している自治体向けの講習会の様子。全国
に足を運んで、自治体へ情報提供を行っている。

環境に配慮した快適なクルマ社
会を目指し、自動車リサイクルの
環境整備を推進する公益財団。

『自動車リサイクル促進センター』
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大宮 透 鶴田雅裕
おおみや・とおる●1988年山形県生まれ。小布施町総務課課長兼総合政
策推進室室長。東京大学工学部都市工学科卒業、同大学院工学系研
究科修了。2012年の第1回「小布施若者会議」の立ち上げに参画したこと
を機に、2013年に小布施町に移住。その後、小布施町役場の地方創生
主任研究員として地方創生関連の政策を担当。現職に至る。

つるた・まさひろ●『自動車リサイクルセンター』再資源化支
援部課長。担当業務は、離島対策支援事業（海上輸送費支
援）、不法投棄対策支援事業（自治体による行政代執行への
支援）、自動車リサイクルに関する自治体担当者向けの研修、
自治体による被災自動車処理に関する情報提供など。

自動車の所有者をはじめ、自動車メーカー、関
連事業者（引取業者・フロン類回収業者・解
体業者・破砕業者）など、自動車リサイクルに
関わる人々の役割は自動車リサイクル法に定め
られています。そして皆が自身の役割を果たし
つつ、ゴミの削減や資源の有効活用など、リサ
イクル社会の実現を目指しています。

自
治
体
と
考
え
る
、自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
の
こ
れ
か
ら
。

世
界
に
誇
る「
ジ
ャ
パ
ン
モ
デ
ル
」の

リ
サ
イ
ク
ル
制
度
。

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
に
お
い
て
役
割
を

担
わ
れ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
つ
な
ぐ
活
動
は
、

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
お
け
る

仮
置
き
場
の
問
題
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

長
野
県
・
小お

ぶ

せ

ま

ち

布
施
町
役
場
総
務
課
課
長
兼
総
合
政
策
推
進
室
室
長
の
大
宮
透
さ
ん
が
、

自
治
体
と
し
て
考
え
る
べ
き
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

『
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー
』（
以
下
J
A
R
C
）

再
資
源
化
支
援
部
の
課
長
・
鶴
田
雅
裕
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
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